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～自ら学び、表現する活動を通して～

今琴口6年 11月 8日 (金 )

岡山県浅口市立金光中学校



I日 程

:3:30 i4:00

2公開授業

3全体会

全体会 (体育館 )

(I) 開会あいさつ

(2) 研究発表

,4:50    15:!O  15:25 i5:55

公開投業 移動 開会 研究発表 協 演

16:35   16:45

(3)

(4)

講 演

聞会あいさつ

岡山県中学校教育研究会浅口支部長

浅口市教育委員会教育長

研究主任 (授業研究部会)

特別活動部会

ICT環境部会

香川大学

浅口市立金光中学校長

受付 閉会

学 年

クラス
故料 単 元 (題 材)名 指 導 者 数 室

lA 理科 光・書・力による現象 第24樹室

!B 点嵐 在服の選択と手入れと持焼可協な
'営
生活 撤 服

=
2A 数学 園形の慣べ方 2A軟宝

2B 粧金 近せの日本 2日敬空

2C 道待 ネパールのビール 2C機宝

3A 古菓 毎台芸術の共通性と固有性 書 稟 宜

3B 口滞
r人工知儀との未来む「人間と人工知構と樹追性J 3日軟宝

ac 央脩 LessonS I Hove a Dream aC執室

F 理料 自然と人間 F艤軟空

→



今和5・ 6年度

岡山県中学校教育研究会浅口支部・浅口市教育委員会指定

研 究 発 表 会
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次の二次元コードを読み取ると、金光中学校の HPから、研究紀要と本日の学習

指導案及び思考ツールがご覧いただけます。
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第 1学年 A組  理科学習指導案
令和 6年 H月 8日 (金) 第 5校時  場所 第2理科室   指導者
単元名 光・音・力による現象

指導計画 次

次

次

一　
一
一
一一一

第

第

第

光による現象・・・ 8時間 (本時は第 3時 )

音による現象・・・ 5時間

力による現象・・・ 9時間

本時案 (指導計画 第一次 第 3時 )
本時の目標 O 鏡の手前にある人形が、向こうにあるように見える現象について、光の反射の法則を使つ

て説明することができる。 〔思考・判断・表現〕

学習活動 教師の指導 。支援 学習評価

1 ドールハ ウスを口lノ旦
いて中にある人形の

位置を把握 し、予想 を
ワークシー トヘ記入
す る。

(5分 )

めあてを知 る。
(2分 )

2

3 実験の説明を聞 く
(5分

4 実験の予想 をす る。
(1)個 人で考 える。
(2)グループで考える。

(5分 )

5 実験を行 う。

(15分 )

)

6 結果を考察 し、発表
する。

(10分 )

7 まとめをする。
(5分 )

8 振 り返 りをする。
(3分 )

るす。有
る
共

。す
を

う
る
に
見

使
せ
度
意

つ

①
　
Ｏ
Ｏ

鏡 を用いた仕掛 けを
いて興味関心をもた
覗 くH寺間イま、 5秒程
予想を立てた後で、

ことで、鏡が関 る現象 に

めあて 鏡の手前にある人形が、向こうにある
ように見える現象を自分の言葉で説明で

きる。

○ 反射によって物体が見えることを確認する。
○ 像と鏡の向こうに置いた物体が一致した位置を見つけ
印を付けることで人形、鏡、像の位置関係がわかるように
する。

O 鏡に映つた物体がどの位置にあるように見えるかに着
目させる。

○ 班で協力 しながら実験を行 うように、役割分担を明
確にする。

の体物の側
】
つこ向の鏡る、者

妨
謝
彫者、
姉籐
を

ヽ
‥鏡指
割
を
役
動移

Ｏ

O 自分の考えを既習 した用語を用いて表現するよう
に伝える。
O 考察がヒ′にくい生徒に関ヒ′ては、図をペンで示すな
どの手立てを行 う。
○ まとめは、GoOgle Slidesで 行い、カリユごとにGoogle
Classroomに 提出する。

まとめ 鏡に映つた像は、反射光の延長線上に
あり、物体と鏡、鏡と像の距離は等しい

位置にある。

○ 既習事項や物体、鏡、像の位置関係に着 目して振 り
返 リシー トに記入する。

O 鏡の手前にあ
る物体が、向こ
うにあるように
見える現象につ
いて、光の反射
の法則を使つて
説明することが
できる。
〔思考・判断 。表現〕

(ワ ー クシー ト)

甘

」
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¬

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

光の反射の法則に着目して、鏡に映つた像について自分の言葉で説明できている。



理科ノー ト:p1171t階 る

宿踊 :ノ ー トp 6

象 ,2 -  ワーク ,94-'71年理科実験レポート   1年 ( )組( )番 氏名 (        )

◆この実験を始める前に・・・光の直進、に仮の反射について自分の言葉で

◆ドールハウスを見て、物体 (0)が どこの位置にあるか書き入れましょう。

【真上から見た時】

・予想               ・蓋を開けてみると

まとめ

◆授業の振 り返 りは,今日の授業で学んだこと,分かつたこと,できたこと,考
えたことなどを自分の言葉て書 こう。

【条件】①二支以上で書くこと。②文のつなぎ目には,接続語を入れる
こと (だから,つ まり,それから,だが,な ど。「なのて」は

X)

③80字以上,100字以内であること。①キーワードを用いて
いることく色ベンて変えていること)。

ポイント1! ①この 1時間て身に付いた学習内容。 ②今まてに学習した内容のつながり (共通点,相
違点)。

③学習前と後ての自分の考えの変化。 ④周りの人と交流したことて広がつた自分
の考え方。などをヽ 、まえて書こう。

⑤今まてに学習した漢字,教科書に出ている電器などを涙字で書
けていること。

覗き穴
覗き穴

めあて

医憂許 鏡
に映った物体は、どこにあるか考えよう。

◆予想 結 果

●
目の位置

目の位置

匡回  物体の位置を変えて、実験シ
ートに記録 していく。

1.目 の位置を 1箇所決める。 (こ の位置は実験中に変えない)

2.物体を置く位置を決めてペンでチエツクする。 (チエツクのマークは毎日変える)

3.役割分担する
。鏡を上下する。  ・鏡の向こうの物体を動かす。

・目の位置から見て、物体と印が一致するように指示する。

・鏡の向こう側に物体 (像 )の地位が決まったら2 と同じマークでチエックする。

囲 :

参考になった考え :わかったこと、気づいたこと

自分の考え :わかつたこと、気づいたこと

鏡 鏡

できた   できなかった

4・ 3・ 2・ I

4・ 3・ 2・ 1

4  ・  3 2 I

4・ 3・ 2・ 1

4  ・  3  。  2

振り返り。自己評価

物体の位置について考えることができた。

光の反射の法則の性質を用いて自分の言葉で理

由を考えることができた。

実験に意欲的に取り組めた

安全に実験を行うことができた

準備・片付け・実験に班員と協力して取り組め

た
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〕 第 1学年 B組  家庭科学習指導案
令和6年 11月 8日 (金)第 5校時  場所 被服室   指導者
題材名 衣服の選択と手入れと持続可能な衣生活

指導計画 第一次 衣服の選択と着用・・・ 4時間
第二次 日常着の手入れ  。・・ 5時間
第二次 衣服等の再利用 ・・・ 5時間 (本時は第 2時)

本時案 (指導計画 第二次 第 2時 )
本時の目標 ○ 着用しない衣服の繊維の特徴やデザイン、柄を生かしてオリジナルのティンシユカバ~

の完成図を考えることができる。              〔思考・判断・表現〕

〓
〓　
〓
三

一
―
‐「
１
当

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

1 し

いて生活の中
用できる布製
作ることと、

(3分 )

2 ティッシュカバ
ーの作 り方を確認
する。

(9分 )

8 持参 した布の使
い方を工夫 し、完
成図を考える。

(15分 )

付
す

る

(5分 )

(13分 )

6 まとめをする。
(2分 )

7 振 り返 りをする。
(3分 )

活
を
あ

で
品
め

てを知 る。

4 し
認
る
確
し

を
や
方
断
仕
裁
の
サ

基
す
に
断
図
裁
構
を
た
布
め
て

決

い

。

づ
る

５

t

し つ

活用する経験
ことができる

をしていくことを伝え、製作に取り組む
ようにする。

順と道具の扱い方を示すことで、安全に作
ができるようにする。
確認できるように黒板に掲示 したり、画面
する。

〇 布を用意できなかった生徒にはあらかじめ何種類かの布
を用意しておき、活動できるようにする。

めあて デザインや柄など、布の特徴を生かして、
ティッシュカバーの完成図を考えよう。

○ 作 り方を示 したプリン トや見本の布を用意すること

。
で
終        宅嘉手ダテ崖憲ご花曳呉兵了哲がで
きることを伝えることで工夫の幅を広げることができるよ
う1こする。

°
ゃ貴咎焦】轟豊ちη野竪移翠喜之よヨに事亀テ

とでヽ絵柄
O 一人で考えることが難 しい場合には、周りの生徒に相談
して決めてもよいことを伝える。
O 完成図を決めていくためのプリントを記入していくこと
で、意思決定のプロセスを自分で整理できるようにする。
○ 活動が滞つている生徒には、プリントや具体物を用いて
どこまでできているかを確認 し、次の活動を促す。

手
と
も
り

の
こ
で
た

業
る

つ
し

て

て

し

し

ど

に

な

う

く

よ

置

る

を

き
本
で
見
が
に
と
卓

こ

教
るす

Ｏ

も
が
で
と
服
こ

衣
る
た
え
つ
替
な
り
く
作
な
に
し
の

用
も
着
るえ

○

○ 作
業す
O い
に映

、実際に見た り触ったり
おく。

、工夫をすれば生活に使
できることを確認する。

まとめ デザインや柄など、布の特徴を生かして
ティッシュカバーの完成図を考えること

ができた。

O 振 り返 リシー トに記入する。

○ 布のデザイン
や柄を生かして
完成図を考えよ
うとしている。
〔思考・判断・表現〕

(プ リン ト)]

→

甘
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◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

布のデザインや柄を生かせるように、完成図を考え、布の使い方を工夫しようとしている。



家庭科振り返リシート

年   組 番  氏名

月 日 目標

目標の達成度  A B C
分かったこと  深まり。発見   生活の中でできること

上記のうちから選んで↓辰り返りを記入しましょう(選んだものにOを しよう)

80

月 日 目標

目標の達成度  A B C
分かったこと  深まり,発見   生活の中でできること

上記のうちから選んて
S振
り返りを記入しましょう(選んだものにOを しよう)



第 2学年 A組  数学科学習指導案
令和6年 11月 8日 鯰)第 5校時  場所 2年A組教室   指導者
単元名 第 4章 図形の調べ方 1節 平行と合同 2 多角形の角
指導言十画 一次 平行と合同・・・10時間 (本時は第 7時 )

二次 証明   ・・・ 6時間

第

第

本時案 (指導計画 第一次 第 7時 )
本時の目標 ○ へこみのある図形の角の大きさの求め方を説明することができる。

〔思考・判断 。表現〕

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

1 前時の学習を振 り
返る。

(5分 )

2 本時のめあてを知

(2分 )
る

鞠隠∽
内
を
た
題
し
問
習

て

学

し用

３

4 角の大きさを求め、
どのようにして考えた
か表現する。
(1)個人で考える。
(2)グループC考える。
(3)全体でヌ発表する。

(20分 )

5 本時のま とめを聞

(3分 )
く

6 類似問題を解 く。
(10分 )

7 振 り返 りをする。
(5分 )

テ
内
す

ン
の
に

ゼ
形
う

レ
角
よ

プ
ニ
る
や
き

○ ―シ ョンソフ トを使い
角・外角の性質など既
る。

質
で
性
起
の
想
線
を
行
容
平
内習ヽ

○ 補助線をひくことで、平行線の性質や三角形の内角・
外角の性質が見つけやすくなることに気づくことができ
るようイこする。

めあて どのようにして角の大きさを求めたか
説明できる。

○ 先行課題を確認することで、本時の問題に取り組
みやすくする。

○ どの性質を使ったか明記することで、表現 しやす
ｏ
で
滑
が
え

の
問

る
人
円
形
考
決

の

す
個

図ヽ
の
解
時

く

で

人

本

○
　
○
　
○

考え、その後グループで役割を与えること
な話 し合いができるようにする。
書かれたプ リン トを配布することで、他の
やグループの意見を確認 しやす くする。
見通 しが立ちにくい生徒には、先行課題 と
題を見比べることで考察 しやす くする。

生徒の記述予想 :以 下の図

431

II岳 「 il

まとめ 補助線をひくことで、既知の性質を使え、
多様な方法で解決できる。

○ 自分の解きやすい方法で解 くことや、自分が考え
た解き方以外で解 くことを伝える。

○ 振 り返 リシー トに記入することで、自分の学習を
確認 しやす くする。

O 角の大きさを
求め、どのよう
にし
‐C考えたか

表現している。
〔思考・判断・表現〕
(発表・観察 。

グループ活動・
ワークシー ト)甘

1
ヨ

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

補助線をひき、どの性質を使つたかワークシー トに表現している。



マイノート      提出日  月
組   番 名前 (          )

※今日の授業で学んだことや、わかったこと、大切な数学用語などをまとめよう

※間違えた問題や解きなおしたい問題を解いてもOK

(題名 )

授 業 の 振 り返 り  (80字 以上98字以内)
②今までに学習した内容とのつながり(共通点,相違点 )

④周 りの人と交流 したことで広がった自分の考え方

[ヨ      (      )

ポイント↓

①この1週間で身に付いた学習内容

③学習前と後での自分の考えの変化
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第 2学年 B組 社会科学習指導案
令和6年 11月 8日 (金) 第5校時  場所 2年B組教室   指導者
単元名 第 4章 近世の日本 3節 産業の発達と幕府政治の動き 7 外国船の出現と天保の改革
指導計画 次

次

次

一　
一
一
一一一

第

第

第

ヨーロッパ人との出会いと全国統一・・・ 7時間

江戸幕府の成立と対外政策    ・・・ 5時間
産業の発達と幕府政治の動き   ・・・ 8時間 (本時は第 8時)

本時案 (指導計画 第 次 第 8時 )
本時の目標 O 江戸幕府が 260余年も続いたのはなぜか、資料を用いて根拠をあげながら説明すること

ができる。 〔思考・判断・表現〕

|
|

¬

|

学習活動 教師の指導 。支援 学習評価

1 前時の字習を振 り
返る。

(4分 )

2 江戸時代が どのよ
うに続いてきたか年
表で確認す る。

(2分 )

3 本時のめあてを知
る。

(2分 )

4 主な改革の内容を
整理する。

(8分 )

江戸時代が長く続い
た理由を、これまでの
学習内容を活用して、
資料に着目して適切に
表現する。
(1)個人で考える。
(2)グループで考える。
(3)全体で考える。

(20分 )

本時のまとめを書

(10分 )

7 振 り返 りをす る。
(4分 )

5

6

レ ン ― シ ョン ソフ ヽ

元の内容 を想起できるようにす る。

〇 年表から、江戸時代が長く続いたことに気づかせる。ま
た、改革などのできごとを確認できるようにする。

○ ワークシー トにめあてを書く。

めあて 江戸時代が 260余年も続いたのはなぜか
3つ説明できる。

○ 将軍、老中ごとに行われた改革を、ワークシー トを用い
て整理し、それぞれの取り組みと結果を確認できるように。
す
~る
。

○ 単元の学習で用いた資料を活用 して考えるように

し
察
関
考
に

ヽ

徒
け
生
か
い
を
く
声

ｏに
う

る

し

よ

す
が
る

に
察
す

る
個
プ
る
ホ
う
考
目

す

　

一
す
　
よ
　
着

○
　
　
○
　
○

人で考察 してワークシー トに記入 してからグル
で活動することで、話し合いを円滑に進めやすく

フイ トボー ドに書いて、全体で意見を共有できる

ては、特定の資料 1つに
しやすくする。

生徒の記述予想 :

「大名の配置を工夫 して、反乱がおこりにくいように
しているため。」など。

― ドから、重要な部分を
書きやすいようにする。
めを書く。

ま とめ 親藩・譜代・外様大名の配置を工夫し、反乱が
おこりにくいようにしている。また、鎖国下の対外

政策により、統制をかけている。幕府の財政難に対

しては改革を行い、回復を目指している。

己評価表に記入することで、自分の学習を確認 し
くする。

ボ
が
と

卜
め
ま

イ
と

の

ワ
ま

元

ホ

単ヽ

た
き
に

し
引
ト

入
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一

記
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生
で
ワ

赤
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○

○ 自
やす

江戸時代が26
0余年も続いた
のはなぜか、幕
藩体制の仕組み
や改革の影響に
着 目して適切に
表現 している。
〔思考・判断・表現〕
(発表・グループ

活動 ,ワ ークシー

ト)

○

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と判断する生徒の姿の例

江戸時代が長く続いた理由を、資料に触れて自分の言葉でワークシー トに表現している。



単元名

単元を貫 く問い

ジが変わったことこの単元を学習 した後の感想 口学習前からイメー

単元を貫 く問いに対する答え。
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令和 6年 11月 8日 (金 )

第 2学年 C組 道徳科学習指導案
第 5校時 場所 2年 C組教室  指導者

教 材 名 ネパールのビール

本時の目標

O人 間には自らの弱さや醜さを克服する強さや誇りをもって生きようとする心がある
ことを理解し、深い人間愛のすばらしさや人間として生きる喜びを見出していこうと

する道徳的心情を育む。

学習活動 主な発問と予想 される反応 指導上の留意点

導

入

1 教材の概要を知
る。

(3分 )

○ 今日の話の舞台はネパールです。主人公は、テレ
ビのディレクターというお仕事の方です。

めあて  「人とのかかわりで大切なことは何だろ
うか。」について自分の考えをもつことが

できる。

O 地図からネパー
ルの山岳地域ゆえ

の厳 しさを押さえ

る。

展

開

2 範読を聞く。
(3分 )

3 2回 目の買い出
しを頼んだ私の心

情を考える。

(7分 )

4 チェ トリを心配
する私が村人や先

生の話から後悔 し

たことを考える。

(7分 )

5 チェ トリの話を

聞いて、思わず肩

を抱いて泣 く私の

′い情を考える。

(1)個 人で考える。

(2)グループで考える。

(3)全体で考える。

(20分 )

0 2回 目のビールの買い出 しを頼む私は、どんなこ
とを考えていま したか。
。また うまいビールが飲めるなあ。

・チェ トリ君、また行ってくれてあ りがとう。

・子 どもを使いに出すのは少 し不安だな。

○ 先生に対策を相談した私は、どのようなことを思
ったでし′ょうかu

・お金を持ち逃げされたのではないか。
・チェ トリ君はそんな子ではない。

・子どもにあんな大金を持たせたのはまずかったな

あ。
・もしかしたら事故にでもあつているのかも。

◎ チェ トリの話を聞き、彼の肩を抱く私は、どんな
思いで涙を流したのでしょう。

・無事に帰つてきてくれて本当にうれしい。

・チェトリが犯罪者にならなくてよかった。

・たくさん買うために危険な目に遭わせてしまつて

本当に悪かった。欲望に負けた自分の判断力の甘

さに腹が立つ。

・チェ トリがお金を持つて逃げたと思い、彼のこと

を疑った自分が愚かだ。

・周 りの言葉に影響されて、最後まで彼を信じるこ

とができなかつた。人をみる目がない自分が情け

ない。
・チェトリは一生けん命に役目を果たそうとした。

自分は子どもを利用したり、疑つたりしたりし、

ずるく醜い気持ちがあり恥ずかしい。

O 人間の弱さや欲
望から安易な判断

をした私の考えを

押さえる。

○ チェ トリを疑 う
気持ちとそ油′を信

じたくない気持ち

の葛藤に気付かせ

る。

○ 安堵感だけでな
くチェ トリを疑つ

たことへの自責の

念、チェ トリの心

の美しさへの感動

など、意見交流を

通 して、多面的・

多角的にとらえら

れるように促す。

○ グループの話し
合いの様子を観察

し、考えが深まる

ように補助的な発

間をする。

終

末

6 1CT機 器を用
いて本時の学習を

振 り返る。

(10分 )

○ 今日の授業を通して感 じたことや考えたことは何
だろう。
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「
‐
． 第 3学年 A組 音楽科学習指導案

令和 6年 H月 8日 (金) 第 5校時  場所 音楽室   指導者
単元名 舞台芸術の共通性と固有性

指導計画 オペラ「アイーダ」   ・・・ 2時間
歌舞伎 「働進帳」    ・・ 。2時間
舞台芸術の共通性と固有性・・・ 1時間 (本時は第 1時 )

次

次

次

一　

一
一
一一一

第

第

第

本時案 (指導計画 第二次 第 1時 )
本時の目標 ○ オペラと歌舞伎の共通J点 と相違点を考え、それぞれのよさをまとめることができる。

〔思考・判断・表現〕

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

1 前時の学習を振 り
返る。

(2分 )

2 本時のめあてを知
る。

(3分 )

8 オペラと歌舞伎の
共通点と相違点を考
える。
(1)個人で考える。

(10分 )

(2)グループで考える。
(10分 )

(3)全体で考える。
(10分 )

4 オペラと歌舞伎の
良さをまとめる。

(10分 )

5 本時の振 り返 りを
する。

(5分 )

①

O

前時までの字習を振 り返ることで、オペラと歌舞伎
の特徴を想起させる。
先行課題への取り組み状況を確認し、本時の学習課題に
つなぐ。

めあて オペラと歌舞伎の共通点と相違点を考
え、それぞれの良さをまとめることができ

る。

○ 思考ツール としてベン図と表を用意 し、各自が活用
したいツールを選択できるようにすることで、活動に
取 り組みやす くする。
O Google Classroomに 「アイーダ」と「勧進帳」の主要な
場面の動画をアップロー ドしておき、各自自由に視聴して
比較できるようにしておく。
○ 活動が進まない生徒には、「歌い方は ?」、「楽器は ?」
と声かけをすることで、具体的な視点をもつことができる
ように―ナる。

○ グループ活動用の拡大版ワークシー トを配付し、学習班
ごとに意見をまとめさせる。
O 各自の意見を伝え合っただけになっている班には、音楽
的な特徴と音楽以外の特徴に分類させるなど、意見交流を
促 し、考えを深めることができるようにする。

○ グループでまとめた内容を発表 させ、全体で考えを
共有できるようにする。
○ 音楽的な特徴に関する考えは、全体で動画を部分鑑
賞することで、実感を伴った理解につなげる。

O 個人、グループ、全体で考えたオペラと歌舞イ支の共
通点と相違点をもとに、ワークシー トにそれぞれの良
さをまとめ
O 考えをも
卜を見返 し
ことを伝え

よ
に
り

。

る
ち
た

る

うイこする。
くい生徒には、単元全体のワークシー
、周 りの生徒に相談 した りしてもよい

○ 数名が発表することで、
(舞台芸術)の よさを多面的
きるようにする。 隷嫌舞。多角的ｔ

○ オペラと歌舞
伎の共通点と相
違点を考え、そ
れぞれのよさを
まとめている。
〔思考・判断・表現〕
(ワ ー クシー ト)
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◎ 「おおむね満足できるJ状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

オペラと歌舞伎の共通点と相違点を考え、それぞれのよさに着目してまとめている。



オペラと歌舞伎の共通点と相違点を考えて,よさをまとめよう♪

(    )組 (    )番   ( )

B望

オペラ
♪

　

　

♪ つ

歌舞伎



オペラと歌舞伎の共通点と相違点を考え,よさをまとめよう♪

(  )組 (  )番 ( )

ヨ

i



☆オペラのよさを80～ 100字でまとめよう。

☆歌舞伎のよさを80～ 100字でまとめよう。

(   )組 (   )番 ( )



第 3学年 B組  国語科学習指導案
令和 6年 H月 8日 (金) 第 5校時  場所 3年B組教室   指導者
単元名 自らの考えを

指導計画 第一久  「人工知能との未来」「人間と人工知能と創造性」・・・ 4時間 (本時は第 4時 )
第二次 多角的に分析 して書こう 4日寺間

第二次 合意形成に向けて話し合おう。・・・・・・・・・・・ 4時間
本時案 (指導計画 第一次 第4時 )

本時の目標 ○  「人工知能との未来」。「人間と人工知能と創造性」の内容を受けて、主体的な意見交換
をすることができる。 〔思考・判断・表現〕

学習活動 教師の指導 。支援 学習評価

1 副時の字習を振 り
返 る。

(3分 )

2 本時のめあてを知
る。

(3分 )

3 話 し合いの方法を知

(5分 )
る

4 話し合 う。 (12分 )

5 話 し合いと観察か
ら気づいたことをグ
ループでまとめる。

(10分 )

6 各グループのまとめ
を共有する。

(12分)

7 振 り返 りをする。
(5分 )

① 前時のワークシー トの内容を確認し、本時の活動につ
なげる。

O めあてとともに、本時の流れを確認する。

めあて 二つの作品の内容を受けて、自分の意見
を伝え合 うことができる。

○ 話し合いにはペアを活用し、取り組みが主体的なものと
なるようにする。

O 観察の視点をあらかじめ示しておく。

○ 自分が話し合っている様子を自撮りし、振り返りに活
用できるようにする。

○ 先行課題 (AI人 類の理想の未来について考える)を
活かし、教材からさらに発展 した意見交換をするよう
助言する。

○ 目標として話し合う時間を明示し、積極的に発言する
動機づけをする。

○ 会話が進まないペアを想定して、話し合いのスキルと
話し合いの観′点を示す。

用し、自撮りの視聴と観察から気づい
とめることができるようにする。

○ 学習班で効率よく意見交換と発表ができるよう、ホワ
イ トボー ドを活用する。

くのグループに共通する視点と相違点を全体で共有
るようにする。

まとめ 機会があるごとにさまざまな意見に触
れながら、自分なりの考えをさらに深めて

いくことが大切である。

○ マイノー トに記入することで、本時の学びを確かめる
ことができるようにする。

活
ま
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自
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〔思考・判断・表現〕
(観察・動画 )

の
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品
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三
容
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J

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と判断する生徒の姿の例

教材文をもとに、自分なりの主体的な意見を言葉で表現している。
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第 3学年 C組  英語科学習指導案
令和 6年 H月 8日 (金) 第 5校時  場所 8年C組教室   指導者
単元名 Lesson5 1 Have a Dream

指導計画 GET     ・・・ 4時間 (本時は第 2時 )
USE     ・・・ 6時間
Take Actionl・ ・・ 2時間

Projec t2  ・・・ 1時間

次

次

一　
二

第

第

第二次

第四次

本時案 (指導計画 第一次 第 2時 )
本時の目標 ○ 関係代名詞を使った文を読みとることができる。

〔知識 。技能〕

○ ペアで協力して、本文読解や発話練習に取り組むことができる。
〔主体的に学習に取り組む態度〕

学習活動 教師の指導・支援 学習評価

1 ペアで輝 りとりを
し、 日付等をワー クシ
ー トに記入する。

(3分 )

2 本時のめあてを知
る。

(2分 )

考 える。
確認す る。
(27分 )

6 本時のふ りかえ り
をする。

(8分 )

3 新出語句を確認す

(3分 )
る

ｐ．る
書
す
科
解
教
読を

４

)

)

の本文70

(1

(2

で
で
ア
体
ぺ
全

１
■
９
留

５

○ 先行学習時に読
方を確認できるよ
O ペアで本文の意

かった単語の読み
範読の音声を流す。
で、本文読解の際の

、前時で習った関係
づかせることで考

① ペア同士で会話を した り、ワークシー トに正「しく記
入 した りできるよ うに声かけをす る。

〇 ワークシー トにめあてを記入することで意識づけ
を行 う。

めあて 関係代名詞を使うと、文を使って単語を
説明できることを理解する。

○ デジタル教科書のフラッシュカ
句の発音や意味を確認する。

ドを用い、新出語

な
の
と
　
は
気

き
書
こ
　
て
に

で
科
る
　
し
と

が
教
え
　
関
こ

と

考ヽ

ｏに
る

こ
に
を
る
徒
あ

む
う
味
す
生
が

示
ら
を

提
が
方

材
な
仕

教
み
の

を
込
釈

く
い
文

ｏ卜
き
解

す
く
た
る
ン
書
や

や
に

つ
す
り
に
ト

め
し
使
く
プ
板
ン

深
が
を
す
用
黒
イ

を
察
詞
や
業
子
ポ

解
考
名
し
授
電
な

理
　
代
察
　
　
要

Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ

装置で提示する。
、英文を読解する上で重
伝える。

まとめ 関係代名詞を使 うと、文を使つて単語を
説明することができる。

○ 意味を押さえたのちに本文を音読することで、発音
と本文の内容理解を深められるようにする。

― 卜に記入することで、本時の学習を定着
る。
シ
す
ク
く
一
す
ワ
やし

○

○ ペアで協力 し
て本文読解に取
り組んでいる。
〔主体的に学習に取

り組む態度〕

(観察 )

○ 関係代名詞を
使った文を読み
とることができ
る。
〔知識・技能〕
(発表・観察・ペ

ア活動 。ノー ト)

O ペアで協力 し
て発話練習に取
り組んでいる。
〔主体的に学習に取
り組む態度〕

(観 察 )

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

関係代名詞が名詞をどのように修飾しているか理解している。

お互いに意見を発しながら、ペアで積極的に言語活動を行つている。



cIQss    No. Name No.

Friend's磁bate(日付),Weather(天 気)

eoal(目 標)

Today's expressions[ ]

Your υReflecttiOns(し S、りかえり)

Friendts υDαtte(日付),Weatther(天 ;乱 )

εoal(目 標 )

Todayts expressions[ ]

Your υReflections(し S、りかえり)

Friendts υbαすe(日付),Weatther(天 気)

Coal(目標)

Today's expressions[ 」

Your骸Reflecttions(し S、りかえり)
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「 F組  理科学習指導案
令和 6年 11月 8日 (金)第 5校時 場所 F組教室   指導者
単元名 自然と人間

指導計画 第一人

第二次

第二次

第四次

第五次

自然界のつり合い

さまざまな物質の利用と人間

科学技術の発展

人間と環境

持続可能な社会をめざして

。6時間 (本時は第 1時)
・ 4時間

・ 6時間
。 3日寺間

・ 4時間

本時案 (指導計画 第一次 第 1時 )
本時の目標 ○ 食物連鎖における生物のつながりについて説明することができる。

〔思考・判断・表現〕

ヨ

学習括動 教師の指導 。支援 学習評価

1 イラス トの環境に
生息している生物を
表現する。

(7分 )

2 本時のめあてを知

(3分 )
る

3 生物のつなが りに
ついて考察する。
(1)個人で考える。
(2)グループで考える。
(3)全体で考える。

(20分 )

4 異なる環境でのつ
ながりについて考察
するc

(10分 )

5 本時のまとめを聞

(5分 )

6 振 り返 りをす る。
(5分 )

○

ぇ令渠諄穏頭才危象無紫写争薯́
記入するように伝

付箋に生物の名前を記入し貼り付けることで、考えを整
理しやすくする。
動物だけでなく植物についても考えるように促す。

○

O

めあて 生物のつなが りについて説明できる。

○

○

O

O

○

生物のつなが りを矢印でつなぐことで、考察 しやす

卜
る
を
で
少
る
く
の

一
す
え
と
は
す
に
物

シ
く
考
こ
プ
に
し
植

ｏク
す
で
る

一
う
が
動

る

一
や
人
え
ル
よ
察

ヽ

す
ヮ
し
個
与
グ
る
考
て

く
　
認
　
を
　
な
　
し

(Figma)に 記入 し、お互いの考えを確

まとめて、その後グループにし、役割
円滑な話 し合いができるようにする。
人数 とし、取 り組みが主体的なものと

い生徒に
生活の例 考ヽ

は
て
て
し
し
示
関
を
ICT機 器を活用
察 しやす くする。

生徒の記述予
「食べる、

想 :

食べ られるの関係になっている」など。

○ 学習 した内容をもとに考察することを伝える。
○ ワークシー ト(Figma)に記入 し、自分の考えをまと
める。

まとめ 自然の中で生活 している生物は、食物連
鎖でつながっている。

返
学
り
の

振
分自

○ りをワークシー ト(G∞ gle Forms)に記入 し、
習を確認 しやす くす る。

○ 食物連鎖にお
ける生物のつな
がりについてワ
ークシー トに表
現 している。
〔思考・判断・表現〕
(発表 。観察・グ
ループ活動 。ワー

クシー ト)

◎ 「おおむね満足できる」状況 (B)と 判断する生徒の姿の例

食物連鎖における生物のつながりについてワークシー トにまとめている。
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まとめ

自分の言葉で理由を考えることができた。

よくできた  (:) C) (1) Ci) (二 ) ぁまりできな′∂`つた

3

3

4

4

5

I囁員と協力して取り組むことができた。

5

よくできた  C) |:〕  ご:) (:) (Ⅲ   ぁまりできなん`つた

憲欲的に取り編むことができた。

3 4

よくできた  Cと '  
こ
' (II (:) |:) 

ぁまりできなかつた

5

今日の授業で学んだこと、分かつたこと、できたこと、考えたことなどを自

分の言葉で書こう。

層産生k''



<研究発表会アンケートについて>

本研究発表会にご参加いただいてのご意見・ご感想をお聞かせください。

ご協力よろしくお願いします。

アンケートは、次の二次元コードを読み取つてお答えください。
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